
図書かん見学のしおり

●図書かんカードを作っている人の人数… およそ44,000人。

（この中で かしば市に 住んでいる人は、 およそ39,000人）

●図書かんの本の数… 本・DVD・CDなど、ぜんぶあわせて、およそ230,000点。

⇒くわしくみてみると… 子どもの本 およそ65,000さつ

おとなの本 およそ140,000さつ

中・高生むきの本 およそ8,000さつ

なら・かしばの本 およそ6,600さつ

DVD・CDなど およそ4,000さつ

ざっし およそ7,200さつ

＊このほかに、新聞・地図・外国のことばで書かれた本などがあります。

●１年かんに入ってくる本の数…およそ5,900さつ

⇒子どもの本が、およそ1,400さつ。おとなの本が、およそ2,900さつ。

● １年かんでかりた人の人数 およそ107,000人

１年かんでかし出した本やDVD・CDなどの数 およそ398,000点

１日にかりた人の人数 およそ400人

１日にかし出した本やDVD・CDの数 およそ1,500点

※このコーナーの人数や本の数などは、れいわ2年3月31日に しらべたものです。

★図書かんができたのは…へいせい4年4月1日
　 （1992年）
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としょかんのつかいかた
●かりるとき

・本、ざっし、かみしばい…10さつ・2しゅうかん かりられます。

・DVD、CDなど…4点・2しゅうかん かりられます。

（おとなの人と いっしょに きてください。）

●かえすとき

・かりた本や DVD・CDなどを カウンターに 出してください。

・図書かんカードは、いりません。

・としょかんが しまっているときは、ブックポストに 本だけを 入れてください。

・DVD・CDなどは、ちょくせつ、カウンターに 出してください。

●あいている時間

・金・土曜日…午前9時30分～午後7時

（しちょうかく室は、午後5時まで）

・火～木・日曜日・しゅく日…午前9時30分～午後5時

●おやすみの日

・月曜日（しゅく日のときは、つぎの日）

・まい月だい１木曜日（しゅく日のときは、だい２木曜日）

・年まつ年し（12月28日～1月4日） ・とくべつせいりきかん

～ようこそ!! 図書かんへ～

数字で見る図書かん



　

 
今までに、図書かん見学に 来た お友だちからの しつもんで、

多かったものを しょうかいします。

Q1．図書かんは、どんなところ？

A1．①本を読んだり、知りたいことを しらべたりする ところです。

②読んだり、しらべたりするために、いろいろな本を あつめ、

ラベルをはったり、ビニールでカバーしたりして、しまっておき、

その本が いつでも つかえるように しておくところです。

Q2．本は、どのように わけられているの？

A2．本に書いてあるなかみによって、わけられます。

本の せなかに 数字や 文字が 書かれた

ラベルがはってあり､そのラベルの 0～9の

数字のじゅんや、アイウエオのじゅんに

ならんでいます。

Q3．どうやって本をさがすの？

A3．①ちょくせつ、本だなを 見る

②パソコンで さがす

③図書かんの人に 聞く

⇒図書かんのホームページから 本を さがすことが できます。

★ホームページアドレス★

https://www.lics-saas.nexs-service.jp/kashiba-city/

Q4．何人の人がはたらいていますか？

A4．市のしょくいんは、5人いて、交たいで はたらいています。

そのほか、本をかりたり かえしたりするところ、しちょうかく室には、

べつの かいしゃの人が います。

Q5．目の見えにくい人は、どうやって本を読むのですか？

A5．目の見えにくい人のための いろいろな しゅるいの本が あります。

①大かつ字図書(大きい文字で いんさつされた本)

②点字図書(凹凸があって、ゆびでさわって 読む本)

③ろく音図書（書いてあることを 音にした本）

Q6．子どもの本で一番人気のある本はなんですか？

A6．『かいけつゾロリ』シリーズや「サバイバル」シリーズ。

絵本では、『はらぺこあおむし』、『14ひき』シリーズが人気です。

図書かんでのやくそくごと
☆本をかりたいときは、カウンターまで もってきてください。

☆本をかえす日を まもりましょう。

☆読んだ本は、もとの ばしょに もどしましょう。

☆図書かんでは、大声を出したり、走りまわらないでください。

☆本は たいせつに読んでください。

もし、本が やぶれたり、ページが とれたり しても、セロハンテープは

ぜったいに はらないでください。

☆図書かんでは、食べものは食べられません。

（しちょうかく室でも同じです）


